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市の花：紫陽花（あじさい） 市の木：桜（さくら）
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安
芸
高
田
歴
史
紀
行

　
山
城
に
登
る
際
、山
上
か
ら
の
眺
望
よ
り
も
気
に
な
る
の
が
、城
跡
の
草
木
の
状
態
。

特
に
図
面
を
書
く
上
で
、ブ
ッ
シ
ュ
と
呼
ば
れ
る
藪
が
最
も
恐
ろ
し
く
、頂
上
に
着
い

て
全
く
見
通
し
が
利
か
な
い
時
は
、絶
望
的
な
気
分
に
さ
え
な
り
ま
す
。今
回
は
そ
の

点
と
て
も
す
っ
き
り
し
た
城
跡
で
、城
内
が
よ
く
見
渡
せ
ま
し
た
。

　
　
安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館

      

　
　
　
　
学
芸
員
　
秋
本
哲
治

シ
リ
ー
ズ「
お
城
拝
見
！
」 

第
三
十
回

編
集
後
記

　

全
国
男
子
駅
伝
に
物
申
す

　

マ
ラ
ソ
ン
や
駅
伝
の
時
期
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
毎
年
１
月
に
開
催
さ
れ
る
ひ

ろ
し
ま
男
子
駅
伝
で
す
が
、
広
島
県
は

第
１
回
の
優
勝
以
来
少
し
寂
し
い
結
果

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
独
り
言
で
は
あ
り
ま
す
が
、

中
学
生
・
高
校
生
は
予
選
会
に
よ
り
選

手
を
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で

し
ょ
う
か
。

　

い
ろ
い
ろ
課
題
も
あ
る
の
で
し
ょ
う

が
、
多
く
の
方
が
納
得
の
い
く
方
法
が

望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。　
　

（
浮
田
）

　

や
っ
ぱ
り
運
動
不
足
。
夜
の
消
防
団

の
訓
練
。
ホ
ー
ス
を
手
早
く
担
ぎ
、
華

麗
な
猛
ダ
ッ
シ
ュ
で
目
的
地
へ
全
力
疾

走
。
本
人
は
で
き
て
い
る
つ
も
り
な
の

で
す
が
、
タ
イ
ム
を
計
る
と
、
あ
れ

っ
？
？　

ど
う
や
ら
妄
想
の
よ
う
で
し

た
。
日
頃
か
ら
の
運
動
が
や
は
り
大

事
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
森
本
）

　

今
回
、
取
材
で
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
外
国
籍
の
方
々
は
、
み
な
、
生
き

て
行
く
こ
と
に
真
正
面
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　

同
じ
国
籍
の
人
に
取
り
囲
ま
れ
て
過

ご
し
て
い
る
僕
に
比
べ
、
彼
ら
は
、
母

国
と
は
異
な
る
環
境
で
、
孤
独
を
感
じ

な
が
ら
も
生
活
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な

状
況
が
、
人
生
で
大
切
な
も
の
が
何
か

を
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

こ
の
先
、
僕
が
海
外
永
住
を
す
る
事

は
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
生
き
て

行
く
こ
と
へ
の
真
剣
さ
だ
け
は
、
ど
こ

で
暮
ら
す
に
し
ろ
持
ち
続
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。　

（
稲
田
）

【 

登
城
ガ
イ
ド 

】

標
高
／
３
７
２
ｍ
、比
高
／
１
７
０
ｍ

史
跡
指
定
／
市
指
定
史
跡

城
　
主
／
粟
屋
氏

所
要
時
間
／
山
麓
か
ら
約
35
分

塩
屋
城

え
ん

や

じ
ょ
う
《
向
原
町
戸
島
》

《
甲
田
町
上
小
原
》

立
地
：
上
小
原（
甲
田
町
）と
戸
島（
向
原
町
）の
境
界
の
山
上
に
あ
り
ま
す
。眼
下
を
流
れ
る
戸
島
川

と
街
道
を
監
視
で
き
る
だ
け
で
な
く
、比
高
が
１
７
０
ｍ
と
高
い
た
め
、周
辺
地
域
を
見
渡
す

に
も
絶
好
の
地
で
す
。ま
た
、現
地
に
は｢

城
平｣

と
い
う
地
名
が
残
り
ま
す
。

歴
史
：
最
も
古
い
記
録
で
は
、｢

高
田
郡
村
々
覚
書｣

（
１
７
０
５
年
）に
、城
主
は
知
れ
な
い
が
昔
こ
こ

は
粟
屋
縫
殿
が
知
行
し
て
い
た
と
あ
り
ま
す
。し
か
し
こ
れ
以
後
の
記
録
に
は
、城
主
が
粟
屋

氏
で
あ
っ
た
と
書
か
れ
る
よ
う
な
り
ま
す
。粟
屋
縫
殿
と
は
、戦
国
期
に
粟
屋
元
秀
か
ら
元

宗
、元
通
、元
定
と
続
く
粟
屋
氏
の
系
統
を
指
し
ま
す
。こ
の
う
ち
元
秀
は
毛
利
弘
元
の
代
か

ら
豊
島（
戸
島
）を
給
付
さ
れ
て
お
り
、元
就
の
家
督
相
続
を
要
請
し
た
重
臣
の
一
人
で
す
。ま

た
、孫
の
元
道
は
元
就
か
ら
輝
元
に
仕
え
、豊
島
の
代
官
を
務
め
て
い
ま
す
。よ
っ
て
、こ
の
粟

屋
氏
一
族
が
戦
国
時
代
に
豊
島
に
居
城
を
も
っ
て
い
て
も
お
か
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。な
お
、

第
24
回
の
長
谷
木
城
は
、元
通
の
弟
の
城
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

城
跡
：
最
高
所
に
あ
る
①
②
③
を
中
心
に
、各
尾
根
沿
い
に
郭
、通
路
、堀
、土
塁
な
ど
が
入
念
に
備
え

ら
れ
て
い
ま
す
。主
要
ル
ー
ト
は
登
城
路
Ａ
及
び
Ｂ
と
思
わ
れ
、特
に
上
小
原
側
か
ら
の
Ａ
を

意
識
し
て
い
る
よ
う
で
す
。遺
構
の
規
模
は
大
き
く
、構
造
も
複
雑
で
す
が
、遺
構
の
残
存
状

況
も
非
常
に
よ
く
見
学
に
は
最
適
の
城
で
し
ょ
う
。こ
の
城
跡
は
竪
堀
が
数
多
く
残
り
、特
に

北
東
部
の
堀
底
が
結
ば
れ
た
通
路
状
の
竪
堀
群
は
見
ご
た
え
十
分
で
す
。ま
た
、井
戸
跡
と
思

わ
れ
る
穴
も
各
所
に
多
く
残
り
ま
す
。

ぬ
い
ど
の

塩屋城遠望（南側より撮影）

竪堀ア（東より撮影）

塩屋城略測図（作図　秋本哲治）

塩屋城位置図

ア
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※きれいセンターへのごみの搬入は、できるだけ早めにお願いします。（年末、祝日、月曜日は、特に混み合います。
1時間以上待っていただいたこともあります。）
※12月2日（日）も開場しています。【毎月第1日曜日は開場しています。（5月・1月を除く。）】
◆12月28日（金）は、特に混雑が予想されます。

1
月
7
日（
月
）

1
月
6
日（
日
）

1
月
5
日（
土
）

1
月
4
日（
金
）

1
月
3
日（
木
）

1
月
2
日（
水
）

1
月
1
日（
火
）

12
月
31
日（
月
）

12
月
30
日（
日
）

12
月
29
日（
土
）

12
月
28
日（
金
）

12
月
27
日（
木
）

12
月
26
日（
水
）

12
月
25
日（
火
）

12
月
24
日（
㊊
）

12
月
23
日（
日
）

12
月
22
日（
土
）

12
月
21
日（
金
）

12
月
20
日（
木
）

通
常
ど
お
り
、

受
付
し
ま
す
。

午
前
9
時
〜
12
時

午
後
1
時
〜
4
時

受
付
し
ま
せ
ん
。

通
常
ど
お
り
、

受
付
し
ま
す
。

午
前
9
時
〜
12
時

午
後
1
時
〜
4
時

受
付
し
ま
せ
ん
。

★
午
前
中
の
み
、

受
付
し
ま
す
。

午
前
9
時
〜
12
時

★
受
付
し
ま
す
。

午
前
9
時
〜
12
時

午
後
1
時
〜
4
時

受
付
し
ま
せ
ん
。

★
受
付
し
ま
す
。

午
前
9
時
〜
12
時

午
後
1
時
〜
4
時

受
付
し
ま
せ
ん
。

通
常
ど
お
り
、

受
付
し
ま
す
。

午
前
9
時
〜
12
時

午
後
1
時
〜
4
時

き
れ
い
セ
ン
タ
ー
へ
の

ご
み
の
持
ち
込
み

収
集
し
ま
す
。

（
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

の
日
程
に
よ
る
）

収
集
し
ま
せ
ん
。

収
集
し
ま
す
。

（
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

の
日
程
に
よ
る
）

収
集
し
ま
せ
ん
。

収
集
し
ま
す
。

（
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

の
日
程
に
よ
る
）

収
集
し
ま
せ
ん
。

収
集
し
ま
す
。

（
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

の
日
程
に
よ
る
）

収
集
し
ま
せ
ん
。

収
集
し
ま
す
。

（
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

の
日
程
に
よ
る
）

ご
み
の
収
集

15 14



《向原町》　伊藤　友里愛　ちゃん　（4歳）　　伊藤　衣織　さん　　（お母さん）

　平成23年度の3歳児健康診査の中で、歯、口腔や歯列、かみあわせ等が正常な子どもさんとその保護者（同様
な基準）を対象とした広島県の審査の結果「優秀賞」を受賞されました。おめでとうございます。

平成24年度広島県はつらつ家族表彰「優秀賞」を受賞

安芸高田ハンドボールクラブ

　第8回中国ブロック小学生ハンドボール交流大会
で、安芸高田ハンドボールクラ
ブが、高学年男子の部と低学年
混成の部でそれぞれ優勝され、
また、低学年混成の部でHC向
原が3位入賞しました。おめで
とうございます。

中国大会で優勝

日詰　正範さん（ふれあいの家たんぽぽ）

　第12回全国障害者スポーツ大会ぎ
ふ清流大会の陸上競技ジャベリックス
ロー男子個人の部で、見事、2位にな
られました。おめでとうございます。
※ジャベリックスローは「やり投げ」
に似た競技で、平成20年度から全
国障害者スポーツ大会の正式種目。

全国大会で準優勝

　

美
土
里
町
の
生
桑
。
か
つ
て
、
宿

場
町
と
し
て
賑
わ
っ
た
こ
の
地
も
、

今
は
過
疎
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

高
齢
者
が
全
体
の
45
％
以
上
と
い

う
こ
の
地
で
商
売
を
す
る
の
は
難
し

く
、
生
桑
で
唯
一
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
兼
食
料
品
店
舗
で
あ
っ
た
生
桑

ふ
れ
あ
い
店
は
平
成
24
年
2
月
末
の

閉
鎖
が
表
明
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
、
農
林
業

に
使
う
燃
料
、
冬
の
除
雪
機
の
た
め

の
燃
料
、
ま
た
各
家
庭
が
冬
を
越
す

た
め
の
灯
油
を
得
る
た
め
に
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
施
設
。
そ
し
て
、

食
料
品
店
舗
は
、
買
い
物
弱
者
の
多

い
地
域
で
は
ど
う
し
て
も
必
要
。
生

桑
ふ
れ
あ
い
店
の
閉
鎖
は
、
今
後
の

生
桑
を
左
右
す
る
問
題
で
し
た
。

　

そ
ん
な
状
況
に
藤
井
敏
法
会
長
を

始
め
と
す
る
生
桑
振
興
会
の
み
な
さ

ん
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
役
員
会

で
の
議
論
を
重
ね
、「
生
桑
ふ
れ
あ

い
市
」
と
し
て
こ
れ
ま
で
同
様
の
施

設
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
を
決
定
し

ま
す
。

「
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
絶
対
に
必

要
な
施
設
。
そ
し
て
、
店
舗
は
地
域

の
み
な
さ
ん
の
生
き
が
い
に
も
な

る
。
自
分
の
好
き
な
と
き
に
来
て
、

商
品
を
選
ん
で
買
え
る
と
い
う
の

は
、
楽
し
い
は
ず
」

　

そ
う
語
る
藤
井
さ
ん
。
各
人
が
そ

れ
ぞ
れ
勉
強
を
し
な
が
ら
、
ど
の
よ

う
に
事
業
を
進
め
て
い
け
ば
い
い
の

か
を
考
え
る
中
、
経
済
産
業
省
の
補

助
金
の
制
度
を
知
り
ま
す
。
そ
の
補

助
金
や
市
か
ら
の
補
助
金
、
ま
た
、

振
興
会
の
基
金
を
活
用
し
て
、
平
成

24
年
1
月
に
、「
生
桑
ふ
れ
あ
い
市
」

は
完
成
・
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

「
み
な
さ
ん
、
満
面
の
笑
み
で
し
た
。

そ
れ
が
、
う
れ
し
く
て
」

　
「
生
桑
ふ
れ
あ
い
市
」
は
、
地
域

住
民
を
第
一
に
考
え
る
店
。
店
舗
に

は
、
サ
ロ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、
こ

こ
に
来
れ
ば
誰
か
に
会
え
る
と
い
う

安
心
感
を
与
え
ま
す
。
ま
た
、
中
山

間
地
域
で
あ
り
な
が
ら
、毎
週
1
回
、

広
島
市
か
ら
仕
入
れ
た
鮮
魚
の
販
売

も
行
っ
て
い
ま
す
。

「
私
た
ち
は
、
常
に
二
人
の
自
分
を

持
つ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
一
人
は

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
自
分
。
も
う
一

人
は
、
20
年
後
に
こ
こ
に
座
っ
て
い

る
自
分
。
20
年
後
に
自
分
は
満
足
し

て
い
る
だ
ろ
う
か
と
考
え
な
が
ら
、

運
営
し
て
い
ま
す
」

　

そ
う
し
た
考
え
も
、
地
域
住
民
を

一
番
に
思
っ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

オ
ー
プ
ン
か
ら
10
カ
月
。「
生
桑

ふ
れ
あ
い
市
」
の
商
品
数
も
4
倍
に

増
え
ま
し
た
。地
域
住
民
に
と
っ
て
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
活
動
が
評
価
さ
れ
、
こ

の
度
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟
会

長
賞
を
受
賞
し
た
生
桑
振
興
会
。
こ

の
賞
は
、総
務
大
臣
賞
を
含
め
て
も
、

全
国
で
8
団
体
に
し
か
送
ら
れ
な
い

も
の
で
す
。

　

藤
井
さ
ん
は
、「
賞
は
住
民
全
員

の
取
組
み
が
評
価
さ
れ
た
も
の
。
住

民
の
皆
さ
ん
を
誇
り
に
思
う
」
と
胸

を
張
り
ま
す
。

　

今
後
、
移
動
販
売
や
店
舗
で
の
品

数
を
増
や
す
な
ど
の
課
題
も
あ
り
ま

す
が
、「
生
桑
ふ
れ
あ
い
市
」
を
拠

点
と
し
て
、
強
い
団
結
を
育
む
生
桑

の
み
な
さ
ん
。
そ
の
絆
が
、
20
年
後

に
サ
ロ
ン
で
座
っ
て
い
て
も
満
足
で

き
る
よ
う
な
「
生
桑
ふ
れ
あ
い
市
」

と
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
を

作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
繋
が
る
は

ず
で
す
。

過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟
会
長
賞
を
受
賞

　

生
桑
振
興
会

左から、(株)ふれあい市 藤井 敏法 取締役、
下杉 嘉基 代表取締役、GS世良 翔太 店長

17

市長
　コラム

ワイド版

第 回

「
陰
陽
神
楽
街
道
」
命
名
の
背
景

　

安
芸
高
田
市
の
神
楽
は
出
雲
神
楽
か

ら
石
見
神
楽
を
経
て
江
戸
時
代
に
安
芸

国
（
高
宮
・
美
土
里
）
に
伝
承
さ
れ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
々
は
、
神
楽

を
通
し
て
、
人
間
ら
し
い
助
け
合
い
や

「
も
や
い
」
の
精
神
を
育
く
ん
で
来
ま

し
た
。
そ
の
伝
承
の
過
程
の
な
か
で
、

古
く
か
ら
の
農
民
の
信
仰
な
ど
の
影
響

に
よ
り
、
極
め
て
大
衆
的
な
伝
統
芸
能

に
発
展
し
ま
し
た
。
安
芸
高
田
市
の
神

楽
は
、
テ
ン
ポ
も
芸
北
神
楽
の
6
調
子

系
に
比
べ
て
8
調
子
系
と
早
く
て
リ
ズ

ム
感
が
あ
り
、
若
者
に
も
大
変
好
評
で

あ
り
ま
す
。

　

安
芸
高
田
市
と
島
根
県
邑
南
町
は
古

く
か
ら
農
作
業
や
文
化
を
通
じ
て
の
交

流
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
「
神
楽
」
に

つ
い
て
は
、
高
宮
地
区
に
お
い
て
は
邑

南
上
田
地
区
と
川
根
山
根
地
区
の
共
有

す
る
「
両
国
山
根
神
楽
団
（
現
在
で
は

山
根
神
楽
団
）」
ま
た
、
美
土
里
地
区

に
お
い
て
は
、
邑
南
久
喜
地
区
と
生
田

智
教
寺
地
区
の
共
有
す
る
「
美
穂
神
楽

団
」
が
存
在
し
、「
神
楽
」
を
通
じ
て
、

県
境
を
越
え
て
の
交
流
が
現
在
も
存
続

し
て
お
り
ま
す
。

　

島
根
・
広
島
の
県
境
に
住
む
安
芸
高

田
市
の
住
民
は
、
学
校
も
邑
南
町
の
学

校
に
行
く
方
が
お
り
、
友
達
も
邑
南
町

に
沢
山
い
る
と
の
事
で
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
は
邑
南
町
と
災
害
時
に
お
け

る
助
け
合
い
を
す
る
た
め
、「
災
害
時

相
互
応
援
協
定
」
を
締
結
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

先
般
、
邑
南
町
久
喜
地
区
に
て
銀
山

祭
り
が
あ
り
、
ご
招
待
を
受
け
祭
り
に

参
加
し
ま
し
た
。
市
政
発
足
後
、
初
め

て
の
参
加
で
あ
り
、
大
変
歓
待
さ
れ
、

恐
縮
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
祭
り
に
は
、

邑
南
町
長
を
始
め
島
根
県
知
事
、
島
根

県
議
会
議
長
も
参
加
さ
れ
て
お
り
、
安

芸
高
田
市
（
智
教
寺
地
区
）
が
大
変
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
旨
を
、
お
伝
え
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
島
根
県
知
事

と
の
お
話
中
、
芸
北
神
楽
の
ル
ー
ツ
は

島
根
県
出
雲
を
経
て
邑
南
町
（
大
元
神

楽
）
に
あ
る
こ
と
か
ら
、「
主
要
地
方

道
吉
田
邑
南
線
」
に
神
楽
に
ま
つ
わ
る

愛
称
を
つ
け
る
話
が
持
ち
上
が
り
ま
し

た
。

　

こ
の
事
を
踏
ま
え
、
両
市
町
で
構
成

す
る
「
主
要
地
方
道
吉
田
邑
南
線
改
築

促
進
期
成
同
盟
会
」
で
「
主
要
地
方
道

吉
田
邑
南
線
」
に
「
陰
陽
神
楽
街
道
」

の
愛
称
を
つ
け
る
事
を
決
定
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
広
島
・
島
根
両
県
知
事

に
報
告
し
た
の
ち
、
安
芸
高
田
市
で
、

「
陰
陽
神
楽
街
道
」
の
命
名
式
を
挙
行

し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
神
楽
街
道
の

活
用
に
よ
る
両
市
町
の
発
展
を
祈
念
し

「
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
及
び
観
光
交
流
」

の
協
定
を
締
結
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
は
、
広
島
・
島
根
両
県
の
協
力

を
得
て
、
歩
道
等
の
改
良
促
進
は
無
論

の
こ
と
、
路
線
内
へ
の
神
楽
案
内
の
表

示
、
両
市
町
の
花
木
の
植
樹
、
神
楽
メ

ロ
デ
ィ
ー
道
路
の
設
置
等
の
検
討
を
行

い
、
実
施
に
向
け
努
力
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
北
海
道
知
床
の
道
路
の

よ
う
に
、
訪
れ
た
ひ
と
が
、
神
楽
に
対

し
て
郷
愁
を
感
じ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で

あ
り
ま
す
。
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月日 受付時間 主な対象町 会　場 相談内容 お 知 ら せ

12月
７日
（金）

10:00～
11:30 吉 田 町

（吉田）
中央保健
センター

●育児相談
●４か月児
相談
●２歳６か
月児相談

※４か月児相談、２歳６
か月児相談の対象児に
は個人通知します。

対象：４か月児相談は平
成24年８月生まれ。

　２歳６か月児相談は平
成22年６月生まれ。

※内容：身体測定・食生
活・歯・育児全般にお
ける相談

※現在使用している歯ブ
ラシをご持参ください。

13:00～
14:30

吉 田 町
美土里町

12月
14日
（金）

10:00～
11:30 甲 田 町

13:00～
14:30 向 原 町

12月
21日
（金）

10:00～
11:30 八千代町

13:00～
14:30 高 宮 町

ハッピープレママサロン
～妊娠中から子育てを応援します～

日　時 場　所 内　　　容 担当

12月18日(火)
(13:30～15:30)

中央保健
センター
３階

第３回「赤ちゃんとの出会い、
キラキラ新生活☆」

★妊娠中から始めるエクササ
イズで骨盤ケア♪

★出産について♪
★赤ちゃんとの生活♪
　（沐浴・抱き方・おむつ替
えにチャレンジ）等

助産師

保健師

【対　象　者】妊婦さん（状態が安定している方）と家族
【持参する物】母子健康手帳・お茶等
【参加と託児】参加には予約が必要です。託児希望がある場合

は、予約時にご相談ください。
※骨盤ケアのエクササイズを毎回行いますので、動きやすい服
装でおいでください。
※３回シリーズですが、いつからでも参加できます。次回は1
月29日（火）≪マタニティーライフを楽しもう～ママの変化
とベビーの成長、妊娠中の過ごし方等～≫を予定しています。

※予約先：保健医療課　 ４２－５６３３

対象町で来られない場合、他の対象町でも受けられます、事
前に保健医療課（ 42-5633）までご連絡ください。

　冬は発熱や嘔吐・下痢をしやすいウィルスによる感染
症の多い季節です。
　特にかぜやインフルエンザの原因となるウィルスは、
低温で乾燥した所を好み咳やくしゃみによって空気中に
広まり、鼻やのどへ吸い込むことで感染していきます。
　感染症を予防するために『手洗い・うがい』をしっか
りしましょう。

≪外から帰ったら手洗い・うがいを必ずしましょう！≫
効果的な手洗い方法
①手のひらをあわせて力強く5秒間ゴシゴシ洗う。
②手の甲を伸ばすように右も左も5秒間ゴシゴシ洗う
③指先、つめの間も渦を描くように5秒間ゴシゴシ洗う
④指の間も十分によくこすりあわせて5秒間ゴシゴシ洗
う
⑤親指を手のひらでゴシゴシねじり洗い
⑥手首も忘れずに5秒間ゴシゴシ洗う
※石けんを使ってしっかり洗い、きれいに流して乾いた
タオルで拭きましょう。乳幼児は、手を口に入れるこ
とが多いので、手や口のまわりを拭いて清潔にしま
しょう。

効果的なうがい方法　
①クチュクチュうがい
　口に水を含みそのまま口の中で強めに「クチュクチュ」
して吐き出します。
②ガラガラうがい
　口に水を含み上を向いて15秒、なるべくのどの奥ま
で水が入るように「ガラガラ」をして吐き出します。
③もう一度ガラガラうがい
　もう一度口に水を含み上を向いて「ガラガラ」を繰り
返します。
※うがいはのどを清潔にしてウイルスをくっつきにくく
します。うがいができない幼児はクチュクチュペッを
２～３回繰り返して口の中をきれいにしましょう。

かぜやインフルエンザを予防しましょう！

【乳幼児健康教室】

日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物

12月11日(火)
10:00～11:30

（吉田）
中央保健セン
ター　３階

12月４日

～

12月10日

★生後５か月児
～１歳６か月
児とその家族

お茶・
タオル

すくすく教室　～すくすく離乳食～
★お口の発達にあった離乳食をすすめよう！★
　赤ちゃんのお口の機能や発達に合わせた食べ方など分りやすく説明
します。離乳食を作って試食をします。

日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物

12月19日（水）
10:00～13:30

クリスタル
アージョ　
１階　調理室

12月12日

～

12月18日

★１歳７か月児
～未就学児と
その家族

エプロン
（親子とも）
タオル
参加費300円

のびのび教室　～親子でクッキング～
★一緒に料理にチャレンジしてみよう！★
　親子で一緒に料理を作ります。いろいろな料理にチャレンジしながら、「お
いしい！楽しい！うれしい！」を感じ食べることの大切さをみつけましょう。

※きょうだいでの参加の方は、託児もあります。
※参加希望の方は、保健医療課（ 42 ｰ 5633)へお申し込み
ください。
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げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー。 
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。

子育て支援センター
【プレイルーム】
　クリスタルアージョ１階にあるプレイ
ルームは、子育て中の親子が集い交流し

あえる場所です。３歳までのお子様向けのオモチャを置い
ていますので保護者の方と一緒にお気軽にご利用下さい。
おしゃべりをして、ホッと一息しませんか。
■場　　所　クリスタルアージョ１階　エレベーター正面
■利用時間　月曜日～金曜日　8：30～17：15

【子育て交流会】

■持ち物　水分補給の飲み物、汗拭きタオル、着替え等
■実際の活動時間は30分程度ですが、人数により時間延
長する場合がありますのでご了承ください。
■＊託児はありませんが、対象年齢ではない、ごきょうだ
いを連れてこられても大丈夫です。
■ご利用は無料です。ご予約は必要ありません。
子育て支援センター（ 47‒1283）

【子育て相談】
　子育て支援センターでは、 家庭児童相談員・母子自立支
援員・保健師・子育て支援員が子育てに関する悩みなど相
談に応じています。 お子様と一緒にお気軽においでくだ
さい。 
〈電話での相談も受け付けています。〉
■受付時間　月曜～金曜日　8：30～17：15
子育て支援センター（ 47-1283）

と　　き と こ ろ 内　　容
12月６日（木）
10:15～10:30　受付
10:30～11:00　活動

クリスタルアージョ　１階
プレイルーム
（吉田町）

交流会
＊対象年齢　
　０歳

12月13日（木）
10:15～10:30　受付
10:30～11:00　活動

クリスタルアージョ　１階
プレイルーム
（吉田町）

交流会
＊対象年齢　
　１歳

12月20日（木）
10:15～10:30　受付
10:30～11:00　活動

クリスタルアージョ　１階
プレイルーム
（吉田町）

交流会
＊対象年齢　
　２歳～４歳

月日・受付時間 対　　象 会　場

12月６日木）
13:00～13:15

３歳児健康診査
・H21年６月生まれ

（吉田）
中央保健
センター

12月13日（木）
13:00～13:15

１歳６か月児健康診査
・H23年５月生まれ

（吉田）
中央保健
センター

12月20日（木）
13:00～13:15

乳児健康診査
・H24年２月生まれ

（吉田）
中央保健
センター

※健診内容は、診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児
全般における個別相談。
※対象児には個人通知します。

日　　　時 保育所（園）名 内　　　容
12月４日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放
12月５日（水）
 9：30～11：00 かわね保育園 園 庭 開 放
12月５日（水）
10：00～11：30 甲立保育所 園 庭 開 放
12月６日（木）
 9：30～11：30 向原こばと園 園 庭 開 放
12月７日（金） 
10：00～11：30 吉田幼稚園 園 庭 開 放
12月７日（金）
10：30～11：45 ひの川幼稚園 園 庭 開 放

（なかよし広場）
12月11日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放
12月11日（火）
 9：30～11：00 くるはら保育園 園 庭 開 放
12月12日（水）
 9：30～11：00 ふなさ保育園 園 庭 開 放
12月13日（木）
 9：30～11：00 ひまわり保育所 園 庭 開 放
12月13日（木）
10：00～11：30 小田東保育所 園 庭 開 放
12月14日（金）　
10：00～11：30 吉田幼稚園 お た の し み 会
12月19日（水）
10：00～11：30 吉田保育所 ク リ ス マ ス 会

＊12/11迄事前申込必要
12月19日（水）
 9：30～11：30 入江保育園 体 験 入 園
12月20日（木）
 9：30～11：00 みどりの森保育所 園 庭 開 放
12月20日（木）
 9：30～11：30 向原こばと園 園 庭 開 放
12月20日（木）
10：00～11：30 小原保育所 ク リ ス マ ス 会
12月20日（木）
10：00～11：30 みつや保育所 体 験 入 園
12月21日（金）
10：30～11：45 ひの川幼稚園 園 庭 開 放

（なかよし広場）
12月25日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

園庭開放・体験入園日程
　子どもたちは友だちと遊んだり、 お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます。 そのかたわらで、 お母さんたちは
育児の悩みなど情報交換もできます。 
●持参するもの　お茶・タオル・着替え

◆下記の保育園は、随時園庭開放を行っております。行事の
都合がありますので、保育園にお問い合わせください。
　刈田保育園　　　 　５２－２０９９
　八千代南保育園　 　５２－３０４８
　可愛保育園　　　 　４３－１７７６

10月28日（日）に行われた、第４回美土里米舞まつりでの一コマ
（関連記事：31ページ）
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高田ＩＣ

向原
駅

吉田
口駅

甲
立
駅

ひまわり保育所

かわね保育園

ふなさ保育園

くるはら保育園みどりの森保育所
めだか児童クラブ

中国自動車
道

国道
54号
線

小田東児童クラ
ブ

ひまわり児童クラブ
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向原
駅

吉田
口駅

甲
立
駅

ひまわり保育所

かわね保育園

ふなさ保育園
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にこにこクラブ

郷野児童クラブ
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向原
駅

吉田
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・イルカクラブ　　
・第2イルカクラブ
(吉田小学校内)

小原保育所

吉田保育所

可愛保育園

にこにこクラブ

郷野児童クラブ

入江保育園

根野児童館

刈田児童館

ひの川幼稚園

八千代南保育園

刈田保育園

吉田幼稚園

みつや保育所

甲立保育所

向原こばと園

ふなさ児童クラブ

くるはら児童クラブ

■
利
用
対
象

【
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
】

　

小
学
１
〜
３
年
生
の
児
童
で
、
保
護

者
が
就
労
な
ど
に
よ
り
家
庭
に
だ
れ
も

い
な
い
環
境
に
あ
る
児
童
と
、
市
長
が

健
全
育
成
の
た
め
に
特
に
認
め
る
児
童

【
児
童
館
】

　

小
学
１
〜
６
年
生
の
児
童

■
申
請
書
類

【
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
】

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
申
請
書
、 

在
職
証
明
書
（
そ
の
他
証
明
書
）

【
児
童
館
】

　

児
童
館
入
館
申
請
書

■
申
請
書
の
配
布

　

平
成
24
年
12
月
７
日
（
金
）
か
ら

■
受
付
期
間

　

平
成
24
年
12
月
14
日
（
金
）
〜

 

平
成
25
年
１
月
15
日
（
火
）

■
申
請
場
所
・
お
問
い
合
せ
先

　

子
育
て
支
援
課

 

４
７

－

１
２
８
３

　

各
支
所
窓
口
係

平
成
25
年
度
児
童
館
・
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す

　

放
課
後
や
長
期
休
業
期
間（
夏
休
み
、

冬
休
み
、
春
休
み
） 

に
、
小
学
生
の
お

子
さ
ん
を
各
施
設
で
お
預
か
り
す
る
児

童
館
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
申
し
込

み
を
受
け
付
け
ま
す
。 

　

３
月
上
旬
ご
ろ
に
、
承
諾
ま
た
は
不

承
諾
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

【児童館】

【減額・免除】
・兄弟姉妹での利用の場合は、2人目以降の利用は半額です。
・生活保護・就学援助受給世帯は無料です。（別途申請が必要）

■利用料金

平日利用
 （長期休業　
　期間含む）

長期休業
期間利用

（夏・冬・春休み　
　　すべて利用）

長期休業期間利用

月3,000円 年7,000円
夏休みのみ 年6,000円
冬休みのみ 年1,500円
春休みのみ 年1,500円

【放課後児童クラブ】

★印の施設は、例年申し込みが多いので、
早めに申請してください。 

施　設　名 小学校区
イ ル カ ク ラ ブ （★） 吉田小学校
第２イルカクラブ
（原則１年生対象）

（★） 吉田小学校

にこにこクラブ （★） 可愛小学校
郷野児童クラブ 郷野小学校
小田児童クラブ （★） 小田小学校
小田東児童クラブ 小田東小学校
ひまわり児童クラブ 甲立小学校
めだか児童クラブ （★） 美土里小学校
ふなさ児童クラブ 船佐小学校
くるはら児童クラブ （★） 来原小学校

施　設　名 小学校区
刈田児童館 刈田小学校
根野児童館 根野小学校
向原児童館 （★） 向原小学校
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保
育
所（
園
）

■
入
所
（
園
）
の
基
準

　

保
育
所
（
園
）
に
入
所
で
き
る
子
ど

も
は
、
保
護
者
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
、
ま
た
同
居
の
家
族
が
保
育
で
き

な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
す
。

⑴
昼
間
に
家
庭
外
で
働
い
て
い
る
。

⑵
昼
間
に
家
庭
内
で
子
ど
も
と
離
れ
て

家
事
以
外
の
仕
事
を
行
っ
て
い
る
。

⑶
妊
娠
中
か
、 

出
産
間
も
な
い
。（
こ

の
場
合
の
入
所
期
間
は
出
産
前
３
か

月
、 

出
産
後
３
か
月
で
す
）

⑷
病
気
や
ケ
ガ
の
治
療
中
か
、
心
身
に

障
害
が
あ
る
。

⑸
長
期
に
わ
た
り
病
気
や
障
害
が
あ
る

家
族
を
介
護
し
て
い
る
。 

⑹
災
害
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る
。 

■
入
所 

（
園
） 

手
続
き

　

●
申
込
書
の
配
布

　

・
配
布
期
間　

12
月
７
日（
金
）か
ら

　

・
配
布
場
所　

子
育
て
支
援
課
・
各

支
所
窓
口
係
、
各
保
育
所
（
園
）

　

●
受
付
期
間　

　
　

12
月
14
日
（
金
）
〜

 

平
成
25
年
１
月
15
日
（
火
）

　

●
提
出
書
類

　

・
入
所
申
込
書

　

・
入
所
基
準
に
該
当
す
る
事
項
の
証

明
書
（
父
・
母
） 

　

・
平
成
24
年
分
源
泉
徴
収
票
の
写
し 

（
受
付
期
間
内
に
提
出
で
き
な
い
場

合
は
後
日
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。）

　

※
確
定
申
告
を
さ
れ
る
場
合
は
、
申

告
書
の
控
え
の
写
し
を
後
日
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・
食
事
調
査
票

　

●
入
所
（
園
）
の
決
定

　
　

３
月
上
旬
に
保
護
者
へ
通
知

　

●
保
育
料
の
決
定

　
　

４
月
中
旬
に
保
護
者
へ
通
知

■
広
域
入
所
を
希
望
す
る
場
合

　

安
芸
高
田
市
以
外
の
保
育
所
に
入
所

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
市
町
村
間
で

契
約
な
ど
が
必
要
で
す
の
で
事
前
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
育
休
・
産
休
明
け
で
職
場
復
帰
す
る
場
合

　

保
護
者
が
育
児
休
業
・
産
後
休
暇
取

得
後
、
職
場
に
復
帰
を
予
定
さ
れ
て
い

る
方
は
、
入
所
希
望
月
の
２
か
月
前
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
求
職
活
動
中
で
入
所
を
希
望
す
る
場
合

　

４
月
以
降
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
年
度
途
中
に
入
所
の
場
合

　

年
度
途
中
の
入
所
は
、 

入
所
希
望
す

る
月
の
前
月
の
15
日
（
15
日
が
休
日
の

場
合
、 

直
前
の
開
庁
日
）
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

■
既
に
保
育
所
に
入
所
中
の
場
合

　

毎
年
、継
続
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。 

書
類
は
保
育
所
（
園
）
を
通
じ
て
お
渡

し
し
ま
す
。（
１
月
初
旬
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

・
子
育
て
支
援
課

 

４
７ 

－ 

１
２
８
３　

・
各
支
所
窓
口
係

 　

八
千
代
支
所

５
２ 

－ 

２
１
１
１　

 

美
土
里
支
所

５
４ 

－ 

０
３
１
１　

 

高
宮
支
所　

５
７ 

－ 

０
３
１
１　

 

甲
田
支
所　

４
５ 

－ 

４
１
１
１　

 

向
原
支
所　

４
６ 

－ 

３
１
１
１　

※
申
請
状
況
に
よ
っ
て
は
希
望
保
育
所

（
園
）以
外
に
入
所
し
て
い
た
だ
い
た
り
、 

入
所
待
ち
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

保育所名 経営主体 定員 開所時間 主な事業

吉田保育所
吉田町吉田1998
℡42－0662

安 芸
高 田 市 160 平　日７:30～18:30

土曜日７:30～13:00

・乳児保育（生後６か月から受入） 
・地域子育て支援センター（育児
相談、 園庭開放など） 

みつや保育所
吉田町吉田1786
℡42－1328

社会福祉
法 人
報 正 会

60 平　日７:30～19:00
土曜日７:30～19:00

・入所対象年齢：３歳未満児
・乳児保育（生後２か月から受入） 
・体験保育

可愛保育園
吉田町山手647
℡43－1776

社会福祉
法 人
愛 心 会

120 平　日７:15～19:00
土曜日７:15～19:00

・乳児保育（生後２か月から受入）
・一時保育（緊急時の保育や私的
理由による保育に対応）

入江保育園
吉田町上入江1986－2
℡43－1011

社会福祉
法 人
報 正 会

40 平　日７:30～19:00
土曜日７:30～19:00

・乳児保育（生後２か月から受入） 
・一時保育
・体験入園

八千代南保育園
八千代町上根1372
℡52－3048

財団法人
愛 児 会 50 平　日７:30～19:00

土曜日７:30～18:30
・乳児保育（生後３か月から受入） 
・一時保育

刈田保育園
八千代町勝田1670
℡52－2099

財団法人
愛 児 会 30 平　日７:30～19:00

土曜日７:30～18:30
・乳児保育（生後３か月から受入） 
・一時保育

みどりの森保育所
美土里町本郷1714－2
℡54－0880

安 芸
高 田 市 80 平　日７:30～18:30

土曜日７:30～13:00
・乳児保育（生後６か月から受入） 
・園庭開放

ひまわり保育所
美土里町生田2958－1
℡55－0880

安 芸
高 田 市 35 平　日７:30～18:30

土曜日７:30～13:00
・乳児保育（生後６か月から受入） 
・園庭開放

ふなさ保育園
高宮町佐々部531
℡57－0007

安 芸
高 田 市 60 平　日７:30～18:30

土曜日７:30～13:00
・乳児保育（生後６か月から受入） 
・園庭開放

くるはら保育園
高宮町原田3380－4
℡57－1633

安 芸
高 田 市 60 平　日７:30～18:30

土曜日７:30～13:00
・乳児保育（生後６か月から受入） 
・園庭開放

かわね保育園
高宮町川根2749－1
℡58－0259

安 芸
高 田 市 30 平　日７:30～18:30

土曜日７:30～13:00
・乳児保育（生後６か月から受入） 
・園庭開放

小田東保育所
甲田町高田原1663
℡45－2118

安 芸
高 田 市 80 平　日７:30～18:30

土曜日７:30～13:00
・乳児保育（生後６か月から受入） 
・園庭開放

甲立保育所
甲田町上甲立337
℡45－2199

安 芸
高 田 市 60 平　日７:30～18:30

土曜日７:30～13:00
・乳児保育（生後６か月から受入） 
・園庭開放

小原保育所
甲田町下小原3472－6
℡45－2653

安 芸
高 田 市 45 平　日７:30～18:30

土曜日７:30～13:00
・乳児保育（生後６か月から受入） 
・園庭開放

向原こばと園
向原町坂56－2
℡46－2018

安 芸
高 田 市 110 平　日７:30～18:30

土曜日７:30～13:00

・乳児保育（生後６か月から受入） 
・地域子育て支援センター（育児
相談・園庭開放など） 

保
育
所（
園
）

児
童
館

児
童
ク
ラ
ブ

申
込
開
始

申
込
開
始

平成25年度

20



安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成24年交通事故発生状況（年間累計）

人身事故

区　分 本年 前年 前年同期比増減数

124件

4人

173人

107件

4人

141人

17件

0人

32人

死 者 数

負傷者数

H24.10末現在
安芸高田警察署管内

減らそう犯罪

○シートベルトは命綱
　四輪乗用中に交通事故で亡くなった38人中18人（47.4%）がシートベルト非着用で、うち12人がシー
トベルトを着用していれば、命が助かったとみられています。（H24.9末現在）
後部席シートベルト非着用3つの危険
　交通事故に遭うと、シートベルト着用に比べ
　　①致死率～約3倍　②車外放出率～約25倍
　　③前席乗員の頭部重傷率(後部座席乗員の前席衝突等による) ～約51倍
○反射材を活用すると、こんなに差が出る
　夜間、反射材やLEDライトを活用することで、ドライバーにいち早く自分の存在を知らせることができます。
　夜間、車から見える距離
　①黒っぽい服装～約26ｍ　②明るい服装～約38ｍ　③反射材着用～約57ｍ

●12月の交通事故警戒日（過去の交通事故統計に基づく）　　17日（月）・21日（金）・28日（金）・29日（土）

57

※人身交通事故は、正面衝突事故等、重大事故に繋がる事故が発
生。脇見による追突事故等、うっかり事故も多発しています。
※発生件数、死者数、負傷者数、いずれも昨年同時期と比べて増加。
これから年末にかけ慌ただしくなります。時間と心にゆとりを持
ち、交通事故防止に努めましょう。

　飲酒運転が原因の交通事故が後を絶た
ず、飲酒運転の未然防止を図る取組みが
必要とされています。広島県では、酒類
提供飲食店を対象に、ドライバーに酒類
を提供しないことを宣言するお店を登録
しています。

○　登録申込みは
　飲食業等組合・安芸高田市安全協会（警察署）に備え付
けの申込書に記入の上、県庁県民活動課まで
○　登録の対象店は
　安芸高田市内で営業する酒類提供飲食店!!

○　登録していただくと
　広島県から次の特典があります。
　①　登録ステッカーの交付
　②　登録証の交付
　③　広島県ホームページで店舗名を公表

　飲酒運転は運転者にも周囲の人にも厳しい罰則が設けら
れています!!

　「飲酒運転」に未来はありません。
　皆さまの深いご理解とご協力をお願いいたします。

「飲酒運転根絶宣言店」を募集します
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冬
季
の
火
災
予
防
に
つ
い
て

　

寒
い
季
節
に
な
り
、
エ
ア
コ
ン
な
ど

の
電
気
暖
房
器
具
や
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

石
油
暖
房
器
具
・
ガ
ス
暖
房
器
具
な
ど

を
使
用
さ
れ
る
ご
家
庭
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
暖
房
器
具
は
適
切
に

使
用
さ
れ
て
い
れ
ば
安
全
で
す
が
、

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
や
誤
っ
た
使
い

方
を
す
る
と
火
災
の
原
因
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め

に
も
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ス
ト
ー
ブ
の
上
部
や
近
い
場
所
に
燃

え
や
す
い
も
の
や
、
ス
プ
レ
ー
缶
を

置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
給
油
を
す
る

時
は
暖
房
器

具
の
火
を
必

ず
消
し
ま
し

ょ
う
。

■
燃
料
タ
ン

ク
の
キ
ャ

ッ
プ
は
確

実
に
閉
め

ま
し
ょ
う
。

■
移
動
は
火
を
消
し
て
か
ら
行
い
ま

し
ょ
う
。

　

年
末
は
「
年
末
特
別
警
戒
月
間
」
と

し
て
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
お
出
か
け
前
、
お
休
み
前
に
は
も

う
一
度
火
の
元
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
暖
房
器
具
に
よ
る
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
も
、
適
度
な
換
気
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

寝
た
ば
こ
注
意

　

住
宅
火
災
の
中
で
た
ば
こ
が
原
因
で

多
く
の
人
が
亡
く
な
っ
て
お
り
、
そ
の

大
半
が
発
見
の
遅
れ
に
起
因
す
る
逃
げ

遅
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。
喫
煙
者
は
、

「
た
ば
こ
」
に
よ
る
火
災
を
防
止
す
る

た
め
次
の
こ
と
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を
し
な
い
。

○
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
。

○
火
の
つ
い
た
ま
ま
の
た
ば
こ
を
放
置

し
な
い
。

○
歩
行
中
は
喫
煙
し
な
い
。

　

こ
れ
か
ら
忘
年
会
な
ど
お
酒
を
飲
む

機
会
が
増
え
て
き
ま
す
。
寝
た
ば
こ
は

絶
対
に
止
め
ま
し
ょ
う
。

ひ
ま
わ
り
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

「
防
火
や
き
い
も
」

　

11
月
６
日
、
地
域
の
老
人
会
の
方
と

園
児
の
皆
さ
ん
が
、
や
き
い
も
が
出
来

上
が
る
ま
で
、
防
火
に
つ
い
て
話
を
聞

い
た
り
、
練
習
用
消
火
器
を
使
用
し
た

ゲ
ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。
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火 災

救 急

救 助

そ の 他

7件
（29件）

130件
（1,296件）

3件
（32件）

3件
（28件）

10月

 全国の住宅火災原因別死者数（平成23年）

160

123

125

52
52

38
177

483

たばこ
放火
ストーブ
こんろ
放火の疑い
灯火
その他
不明・調査中

あぶない！
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　今月の食材は、『小松菜』です。
　小松菜は、カルシウム・ビタミン類・βカロテンな
ど栄養をたくさん含んでいます。
　小松菜は緑黄色野菜の代表で、成分はほうれ
ん草に似てますがカルシウムはほうれん草の５倍含
んでいます。カルシウムの吸収を良くするには、ビタ

ミンＤ（干しいたけや魚介類）を含む食材と一緒に摂ると効果的です。
　ほうれん草並みに含まれているカロチンはガンにならないための健
康維持に良いと言われています。ビタミン類も多く含まれているので、
風邪の予防や美肌効果などあります。
　今回は、安芸高田市食生活改善推進協議会　甲田支部が小
松菜を使った和え物を紹介します。焼きのりの磯の香りでうす味でも
美味しく食べれます。ぜひ作ってみて下さいね。

食生活に関するご相談は、お気軽に保健医療課　栄養士にお問い合わせ下さい。（ ４２－５６３３）

安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課　栄養士

♪材料（２人分）♪
小松菜 …150ｇ
焼きのり（全形） …１枚
しょう油 …小さじ１
サラダ油 …小さじ１
お湯 ……１カップ
白ごま ………適量

♪作り方♪
①小松菜は３～４㎝幅に切る。
②フライパンに油を熱し①をさっと炒める。
お湯を注ぎ、ひと煮立ちさせて、ザル
にあけ、あら熱がとれたら水気を絞る。
③焼きのりを細かくちぎって②と合わせ、
しょう油を加えて混ぜ、器に盛り、白ご
まをふる。

（一人分のエネルギー：３３kcal　塩分：0.4ｇ）

【インフォメーション】

健康あれこれ
健康あきたかた21
イメージキャラクター

　アルコールの飲みすぎも糖尿病の誘因に……、飲みすぎには注意をしまょう。週に１～２
日は休肝日をとって肝臓を休めましょう。
　また、カロリーオフやアルコール量が少ないものへ変えてみるのもいいですね。

ワンポイント
糖尿病予防

1か月歩数チャレンジ「あるきんさい
　うごきんさい　運動」参加者募集!!
目標歩数を目指して1日の歩数を記録し、達
成された方へは達成賞を贈呈！

●参加対象　
　20歳以上の安芸高田市民の方
　（個人参加またはペア・グループ参加どち
らでもOK）

●ルール　　
　①1か月間、歩数計・活動量計等で毎日歩数を記録
　②翌月10日までに記録用紙を市へ提出
　③目標達成の判断基準により審査し、達成賞及び特別賞を贈呈

●1日の目標歩数　（※健康日本21「日常生活における歩数」目
標値を採用。）

　20歳～64歳の方　男9,200歩　女8,300歩
　65歳以上の方  　男6,700歩　女5,900歩

●目標達成の判断基準　　
　12月(第1回)　1日の目標歩数を達成した日が15日以上　　
　１月(第2回)　1日の目標歩数を達成した日が15日以上
　２月(第3回)　1日の目標歩数を達成した日が14日以上

●申し込み方法
　保健医療課または各支所窓口にある申込書に、個人参加または
ペア(2名)・グループ(3名)参加のどちらかを記入し、提出してく
ださい。
　参加費は不要です。FAX・電話による申込もできます。
保健医療課　 42-5633　 47-1282

小松菜の磯辺あえ

断酒会
広島断酒会ふたば会　中田克宣
090-4802-1865

 ※詳しい内容はお問合せください。
　12月７日（金）　18：30～22：30
　ふれあいプラザ向原
　12月14日（金）　19：00～21：00
　　12月23日（日）　13：30～15：30
　　12月24日（月）　19：00～21：00
　吉田人権会館ハートプラザよしだ

移動献血のお知らせ
 (400mL献血)
・ 　12月28日（金）

　　　　　　　　　　　甲田支所
　　　　　　　　　　　９：30～11：15

400mL献血の基準
年　　齢：男性17～69歳　女性18～69歳
　　　　　※65歳以上は60～64歳の間に献

血経験がある方に限る。
体　　重：男女とも50㎏以上
献血間隔：男性12週間以上　女性16週間以上
総献血量：過去12カ月に
　　　　　　男性1200mL以内
　　　　　　女性 800mL以内

～『命をつなぐ献血』にご協力を～
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健
康

い
い

カ
ラ
ダ

　

平
成
23
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
の
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
総　

括
】

　

平
成
23
年
度
は
、

収
納
率
向
上
対
策
と

し
て
、
積
極
的
な
徴

収
作
業
や
納
税
折
衝

の
強
化
、
資
格
証
明

書
や
短
期
被
保
険
者

証
の
交
付
を
行
い
、

滞
納
繰
越
分
の
収
納

率
が
向
上
し
ま
し

た
。
ま
た
、
特
定
健

康
診
査
・
特
定
保
健

指
導
に
つ
い
て
は
、

生
活
習
慣
病
予
防
事

業
と
し
て
行
い
ま
し

た
。
医
療
費
適
正
化

対
策
と
し
て
は
、
人

間
ド
ッ
ク
を
始
め
各

種
検
診
の
一
部
助
成

や
、
生
活
習
慣
病
対

策
と
し
て
各
種
健
康

増
進
事
業
の
実
施
、

レ
セ
プ
ト
点
検
の
充

実
強
化
及
び
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
促
進
な
ど
を

進
め
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
安
定

運
営
に
努
め
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
収
納
率
向
上
対
策
の
実

施
及
び
、
医
療
費
適
正
化
対
策
の
推

進
を
行
い
、
生
活
習
慣
病
対
策
と
し

て
、
平
成
20
年
度
か
ら
医
療
保
険
者

に
義
務
付
け
ら
れ
た
特
定
健
康
診

査
・
特
定
保
健
指
導
を
確
実
に
実
施

す
る
と
共
に
、
健
康
づ
く
り
推
進
の

保
健
事
業
の
効
果
的
な
実
施
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

保
健
医
療
課　

４
２

－

５
６
１
９

科　　　目 金　額
当年度経常利益 ① 587,076
前年度繰越金 ② 301,118
当年度財政調整基金繰入額 ③ 185,570
当年度財政調整基金積立額 ④ 97,807
当年度純利益 ⑤ 198,195

歳　　　入 歳　　　出
科　　　目 決算額 科　　　目 決算額

国民健康保険税 650,035 総務費 57,301
使用料及び手数料 0 保険給付費 2,649,847
国庫支出金 1,088,973 後期高齢者支援金 355,849
県支出金 194,554 前期高齢者納付金 1,055
療養給付費等交付金 385,804 老人保健拠出金 28
前期高齢者交付金 732,890 介護納付金 158,912
連合会支出金 100 共同事業拠出金 382,340
共同事業交付金 545,796 保健事業費 50,600
一般会計繰入金 282,300 基金積立金 97,807
基金等繰入金 185,570 公債費 0
繰越金 301,118 その他の支出 32,563
その他の収入 6,238 予備費 0

歳入合計 4,373,378 歳出合計 3,786,302

■平成23年度国民健康保険特別会計決算 【単位：千円】

【単位：千円】

①＝歳入合計－歳出合計　　　⑤＝①－②－③＋④

　

健
康
あ
き
た
か
た
21
の
推
進
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ「
ア
ル
コ
ー
ル
」の
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
、

適
正
な
飲
酒
を
心
が
け
よ
う

　

お
酒
は
昔
か
ら
「
百
薬
の
長
」
と
い
わ
れ
、
正
し
く
付
き
合
え
ば
、
精
神

や
健
康
に
も
プ
ラ
ス
と
な
る
ば
か
り
か
、
社
会
生
活
を
営
む
上
で
も
大
き
な

効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

お
酒
を
仲
立
ち
に
し
て
、
お
互
い
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
で
人
間
関
係
を
円

滑
に
維
持
す
る
の
に
役
立
っ
た
り
、
ほ
ど
ほ
ど

に
飲
め
ば
ス
ト
レ
ス
を
緩
和
し
、
心
を
楽
し
ま

せ
ま
す
。

　

し
か
し
一
歩
間
違
え
ば
「
万
病
の
も
と
」
と

な
る
薬
物
で
す
。

　
「
イ
ッ
キ
飲
み
」
で
は
中
枢
神
経
を
麻
痺
さ

せ
、
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

過
度
な
ア
ル
コ
ー
ル
摂
取
は
内
臓
に
影
響

し
、
生
活
習
慣
病
の
要
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

お
酒
を
「
百
薬
の
長
」
と
す
る
た
め
に
は
、

楽
し
く
飲
み
、
節
度
あ
る
適
切
な
飲
酒
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

【
健
康
あ
き
た
か
た
21
】

「
み
ん
な
が
い
き
い
き
笑
顔
で
助
け
合
え
る
ま
ち
」

健
康
あ
き
た
か
た
21
推
進
中

適正飲酒の10か条

１談笑し楽しく飲
むのが基本です。
２食べながら適量
範囲でゆっくり
と
３強い酒薄めて飲
むのがオススメ
です
４つくろうよ
　週に二日は休肝
日
５やめようよ
　きりなく長い飲
み続け
６許さない
　他

ひ

人
と

への無理強
い・イッキ飲み

７アルコール
　薬と一緒は危険
です。
８飲まないで
　妊娠中と授乳期
は
９飲酒後の運動・
入浴要注意
10肝臓など
　定期検査を忘れ
ずに

しない　させない　許さない　
未成年者飲酒・飲酒運転

（社）アルコール健康医学協会

アルコールの適量
いずれか1種類が1日の適量
（1日の純アルコール量：20ｇの目安）

・ビール　中びん（500ml）
・日本酒　１合弱（160ml）
・ワイン　グラス２杯（200ml）
・焼酎（25度）半合弱（100ml）
・ウイスキー　ダブル２杯（60ml）

24



27 26



敬 称 略

敬 称 略
※このおよろこびとおくやみは掲載を承認さ
れた方のみ掲載しています。市外で届けら
れた方で名前の掲載を希望される方は、政
策企画課☎42-5612までご連絡ください。 

開催日時　 開催場所　 電話番号　 Fax番号　 申込方法　 問合せ先

佐 藤　 栞
しおり

倉 中 敦
あつ

司
し

鎌 重 愛
え

奈
な

松 川 叶
か

音
のん

坂 田 直
なお

哉
や

圡居 カズエ
神 川 好 子
中 川 久 登
岡﨑 ミワコ
米 屋 政 行
金 沢 竹 子
小早川　瞳
齊 藤 房 江
太 田 江
宗吉 ユキヱ
景田 テル子
中 井 幸 隆

山 根 宣 治
立 川 泰 雄
大 神 夫

住 廣 典 子
横 呂 實 夫
小 林 郎
工　 一 三
丸井 ノブ子

遠 藤 哲 行
和田 サダ子

永岡 ミスヱ
土居 ミツエ
松 尾 晴 三
山田 サカヱ
杉 田 逸 吾
髙 杉 卓 造
若 狹 　 昇

田村 惠美子
杉 原 正 利
原 　 和 子
前村 トキヱ
嶋田 シズ子

光 易 佳 子
末 田 富 子
谷口 シスコ
土肥元 コミエ
山 本 　 茂
有 留 豪 三

髙 松 耕
こう

己
き

中 川 瑛
えい

心
しん

小早川 愛
ま

結
ゆ

山 本 悠
はる

喜
き

田 中 　 旬
しゅん

宮中 杜
も

々
も

果
か

南 郷 伶
れ

衣
い

茶木原 陽
はる

人
と

神 堀 達
たつ

也
や

石 結
ゆ

奈
な

佐 藤 翔
しょう

一
いち

城 﨑 穂
ほ の か

香
吉 田 町 （女）

（男）
（女）
（女）
（男）

（男）
（男）
（女）
（男）
（男）

（女）
（女）
（男）
（男）
（女）

（男）
（女）

八千代町

高 宮 町

甲 田 町
向 原 町

吉 田 町
（ 吉 田 ）
（ 吉 田 ）
（ 吉 田 ）
（ 相 合 ）
（ 相 合 ）
（ 相 合 ）
（ 常 友 ）
（ 常 友 ）
（ 桂 ）
（ 長 屋 ）
（ 川 本 ）
（ 山 部 ）

八千代町
（佐々井）
（ 上 根 ）
（ 下 根 ） 
美土里町
（ 横 田 ）
（ 横 田 ）
（ 横 田 ）
（ 北 ）
（ 生 田 ）
高 宮 町
（ 船 木 ）
（ 船 木 ）

（ 船 木 ）
（ 川 根 ）
（ 川 根 ）
（ 原 田 ）
（ 原 田 ）
（来女木）
（佐々部）
甲 田 町
（高田原）
（高田原）
（高田原）
（高田原）
（上小原）

向 原 町
（ 保 垣 ）
（ 保 垣 ）
（ 長 田 ）
（ 長 田 ）
（ 戸 島 ）
（ 有 留 ）

99
84
92
85
94
95
58
95
74
84
86
62

76
71
70

69
86
78
95
84

92
96

98
97
67
90
87
80
90

76
66
47
91
97

74
72
92
90
100
78

歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳

歳
歳
歳

歳
歳
歳
歳
歳

歳
歳

歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳

歳
歳
歳
歳
歳

歳
歳
歳
歳
歳
歳
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3.11の記憶。マスコミには語れなかった想い。
岩手県陸前高田市長講演会「被災地の真実を語ろう」
　東日本大震災で壊滅的な被害を受け、「希望の
松」で知られる岩手県陸前高田市。その被災地の
市長 戸羽太さんが、マスコミには語れなかった
震災の実情を講演されました。
　戸羽さんが語る、想定以上の地震の規模、遺族
の思いと世間の思惑のズレなどは、実際にその場
を体験した者にしか分からないもの。被災地の情
景が目の前に浮かんでくるようで、胸が締め付
けられます。10月17日(水)の甲田文化センター
ミューズは、厳粛な雰囲気に包まれました。

何の為に人づくり、まちづくりを行ってゆくのか？
「まちづくり講演会」開催

　11月4日（日）、クリスタルアージョに約600
名の方が集まり会場は満員となりました。講演で
は、「まちづくり、ひとづくり　豊かさを考える・
感謝と責任」と題して、広島経済大学の川村健一
教授のお話をお聞きしました。まちづくりの目的
は、安心して・安全に・豊かに暮らしていくこと。
これを忘れないことが大切と話されました、
　毎年、この講演会を主催している（財）安芸高田
市地域振興事業団は様々な活動で地域の元気を育
て続けて今年で20周年を迎えました。

地域ごとに特色あるお祭り
市内各地で秋祭りを開催!!

　秋はお祭りのシーズン。
　10月7日（日）には、甲田町で第24回わいわい祭＆第44回甲田町商工祭が。各振興会
のアトラクションなど、みんなでわいわい盛り上がりました。10月21日（日）には、高宮
町で第30回たかみや大地の祭りが。212mの長巻寿司を、協力して作りました。10月
28日（日）には、美土里町で第４回美土里米舞まつりが。千人かまどでは、おいしいお米
が炊きあがりました。（写真：18ページ掲載）。11月4日（日）には、八千代町で第12回
八千代およりん祭が。八千代の丘美術館のワークショップなど、楽しく芸術に触れました。
　地域ごとに特色あるお祭り。収穫の喜びを、みんなで分かち合いました。
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“たかたん”初登場
第１回かんきょう祭inあきたかた～2012発見～
　10月28日（日）、クリスタルアージョで、初め
てのかんきょう祭が開催されました。紙すき教室・
エコカーの展示と試乗・廃食油リサイクル燃料Ｂ
ＤＦで走るバスの試乗など楽しい催しがいっぱい
でした。ホールでは、公募で新たに生まれたエコ
マスコットキャラクター“たかたん”が紹介されま
した。また、環境基調講演では、経済アナリスト
の森永卓郎氏に講演していただき、世界中で大き
な課題となっているエネルギ－の問題など、最新
の貴重な情報を教えていただきました。

川の楽しい思い出はいつまでも
鮎の収穫と川漁学習
　10月19日（金）、可愛川漁業協同組合の協力によ
り、可愛小４年生が川漁体験を行いました。漁協の
方が投網をうつところを見た後、児童も投網に挑戦
しました。きれいな扇状にしようと頑張りますが、
みんな大苦戦。最後は、豊かな自然の中で大きく育っ
た鮎の試食をして学習を終えました。
　雲ひとつない青空の下、秋風が心地良い川原で、
炭火でじっくりあぶった鮎の味は、一生忘れられな
いでしょう。この体験そのものが川を大切にする気
持ちを育てることに繋がります。

安芸高田市・邑南町
文化・スポーツ及び観光交流協定調印式
　主要地方道吉田邑南線は、安芸高田市と島根県邑南町を結ぶ延長37kmの道路で
す。
　10月23日(火)、クリスタルアージョ小ホールで、この道路の愛称を『陰陽神楽街道』
とした命名式に続いて、神楽が盛んな両市町が、文化やスポーツ、観光などの交流を
進めて更なる地域活性化を目指した事を内容とした協定書を取り交わしました。
　安芸高田市と邑南町は、どちらも神楽の盛んな地域。『陰陽神楽街道』という愛称が
広く知れ渡り、お互いの市町の住民の交流が深まれば、両市町の活性化が図れる事が
期待されます。これから、愛称の看板等を設置するなど地域の一体感を高める整備が
予定されています。
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